






〔要約〕 

出生体重が1,000g以下の31例のex-premature chi1drenにつき,半年毎の身体計測値を求

めこれを 1970 年の厚生省調査の乳幼児身体発育値と比較検討した。 

4 才半に至るまで超未熟児の平均値は対照値に比して常に低値を示したが,1 才半から 2才

時には身長,体重,頭囲ともに対照値との有意差は認められなくなり,超未熟児では 1 才半

頃にはいわゆる catch-up growth が認められた。 

DQ/IQ の調査では 80以下が 6例に認められた。このうち 2例は IQ が 70以下の明らかな精

神薄弱児であったが,他の 4 例は年令が小さく,今日までの経験から今後精神発達の

catch-up が期待できる例であると思われた。 


